
第5章：社会
5.2 結社の自由と団体交渉



労働組合、労働者団体、労働者評議
会とは何か？

労働組合は、労働者の利益を保護および促進
するために結成された労働者の団体です。

労働者組織は、労働者の権利と利益を保護お
よび促進することを目的とする自主的で独立
した団体です。

労働者評議会または委員会は、苦情、労働
条件、賃金について責任者と意思疎通をとる、
選出された従業員代表の団体です。



団体交渉とは何か？

団体交渉は職場における社会的対話の重要
な制度であり、雇用主と労働者が以下を
交渉して決定する。

• 労働条件

• 雇用条件

• 両者間の関係調整

その結果、雇用主（または雇用主の組合）
と労働者代表との間で労働協約（CBA）
と呼ばれる書面による合意が成立する。



次のページに進む前に 
要件とその適用性を読む



労働者は労働者組織に加入する許可を得る必要があるのか？ 

法律が結社の自由と団体交渉を制限している場合、責任者は、独自の自由結社、交渉、
労働者との正式な対話のための代替方法を支援しなければいけません。 

• すべての労働者は、国内法に従い、組合ま
たは労働者組織を結成または加入し、団体
交渉に参加する権利を持ちます。

• 労働者は雇用主の承認を必要とせず、組合
活動への参加を妨げられてはいけません。 

• 従業員代表の選出された団体がある場合は、
自由で公正な定期選挙で民主的に選出され
なければいけません。

5.2.1



責任者が労働者の権利に関する書
面による方針を定め、労働者がそ
れを理解していることを徹底し、
常に目に見える形で提示する。

• 団体責任者であるソニアは 、労働者の
権利に関する書面による方針があること
を確認しなければいけません。

• この方針は公に掲示され、労働者がそれ
を理解し、自らの権利を知ることができ
る言語で書かれている必要があります。 

• ソニアは、雇用開始時に労働者一人一人
にその権利と義務を確実に伝えなければ
なりません。

5.2.1



労働者の権利に関する書面による方針には、どのような事項が
盛り込まれているか？

• 会社が結社の自由と団体交渉に対する労
働者の権利を支持している。

• 組合への関与が原因で、雇用や昇進、ま
たはその他雇用の取り決めにおいて不利
な結果が生じないことが保証される。

• 労働者は自ら選択した労働組織を結成お
よび加入し、責任者と交渉することがで
きる。

5.2.1



労働者は、組合活動を理由とした差別または報復行為から保護され
る

• この要件は、団体責任者のソニアが労
働組合員や労働者の代表者を罰したり、
賄賂を贈ったり、影響を及ぼすことが
できないことを意味する。

• ソニアはまた、労働者組織やその選挙、
職務に干渉してはならない。  

• 雇用終了に際しての記録には 、雇用

終了の理由のほか、労働組合または労
働者組織と労働者の関係についての情
報を含めます。

5.2.2



責任者が提示した正当性は妥当でしょうか？

ケーススタディ

労働者組織の活動に関する ケーススタディを見ながら、これまでの学びを

確認してみましょう。 

このバナナ農場には100人以上の労働者がいます。

審査の際、多くの労働者が、責任者は労働者組織と
の賃金交渉を拒否していると審査員に伝えました。

責任者は、労働者組織は法律で正式に認められてい
ないとし、これを正当化しています。

次のページに進む前に答えを考える



ケーススタディ - 解決策

答えは「いいえ」です。

結社の自由および団体交渉の権利が法律で制限されている場合、責任者は交渉の展

開や労働者組織と責任者との対話を妨げてはいけません。

責任者は、独自の自由結社、交渉 、労働者との対話のための代替方法を支援しなけ

ればならない。



次のページに進む前に 
要件とその適用を読む



責任者は労働者代表に妥当な有給休暇を与える。

• 労働者代表が代表としての職務を遂行し、会議に出席できるようにする
ため、団体責任者であるソニアは彼らに妥当な有給休暇を与えなければ
いけません。

• 必要であれば、ソニアは労働者代表に、会議の場所、託児所、掲示板な
どの合理的な設備を提供します。労働者組織や労働組合は、自分たちの
活動に関する情報を掲示するためにこの掲示板を利用することができま
す。

• ソニアは労働者代表との対話を積極的に行い、労働条件や雇用条件につ
いて共に協議し、対処しています。

• 労働者組織および／または労働組合との会議の議事録を保管しています。 

5.2.3



ソニアの取り組みは適切でしょうか？

ケーススタディ

では、学んだことを確認してみましょう。

団体責任者のソニアは労働者代表との接
触を避けています。 

彼女は労働者代表と口論になり、結果と
して生産が滞ることを恐れています。 

次のページに進む前に答えを考える



ケーススタディ - 解決策

ソニアの対応は適切ではありません。 

ソニアが組合労働者代表を処罰したり、賄賂を

贈ったり、その他の方法で影響を及ぼすべきでは

ないのは確かですが、一方で労働条件や雇用条件

を共に引き上げ、対処するために労働者代表と誠

実な対話を行うべきです。 
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